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平
成
１３
年
２
月
５
日

（月
）
研
修
会
終
了
後
、
会
場
を
ホ
テ
ル

横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
移
し
て
、
午
後
五
時
か
ら
平
成
十
三
年
新
春
交

流
会
を
開
催
し
、
百
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
川
上
三
賓
会
長
か
ら
は
、
「昨
年
の
技
能
ま

つ
り
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
、
第
三
回
全
国
連
絡
会
開
催
に
対

す
る
お
礼
と
、
今
日
の
景
気
は
穏
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
、
個
人
消
費
が
低
迷
す
る
な
ど
先
行
き

が
不
透
明
な
情
勢
の
な
か
、
我
々
、
技
能
職
者
は
こ
の
様
な
状
況

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ひ
た
む
き
に
仕
事
に
打
ち
込
み
、
自
ら
の
技
能

。

技
術
を
信
頼
し
、
自
信
を
も
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
行
く
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
お
招
き
し
た
高
秀
秀
信
市
長
か
ら
は

「
日
頃
の

技
連
協
の
活
動
に
対
す
る
激
励
及
び
市
政
に
対
す
る
協
力
へ
の
感

謝
の
言
葉
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
は
各
テ
ー
ブ
ル
を
回

ら
れ
、
親
し
く
会
員
の
皆
さ
ん
と
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
後
、
青
年
部
の
皆
さ

ん
が
進
行
役
に
な

っ
て
、
カ

ラ
オ
ケ
を
開
催
し
、
各

テ
ー

ブ
ル
か
ら
積
極
的
に
参
加
が

あ
り
、
プ
ロ
も
顔
負
け
の
歌

手
が
次
か
ら
次

へ
と

マ
イ
ク

を
持

っ
て
、
大

い
に
交
流
会

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ご
協
力

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

構 驀 市

労暉動協  』
発 行 横浜市技能職団体連絡協議会    発 行責任者 会  長  川  上  三  賓

事務局 横 浜市技能文化会館内 〒 231‐8575横 浜市中区万代町2-4-7
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第 10 号

平成 13年 3月 20日

あいさつされる高秀秀信市長

懇談する高秀市長
川上三賓会長のあいさつ

大いに盛り上がったカラオケ

2002年 ワールドカップサッカー欄涙■僣を咸助させよう:



講演をする西田義夫氏

技
連
協
研
修
会
の
開
催

２
月
５
日

（月
）
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
　
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
中
に
見
る
理
想
の

指
導
者
像
」
の
テ
ー
マ
で
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
長

・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
西
田
義
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
技
連

協
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
百
五
十
名
の
内
、
技
連
協
か
ら
は
七
十

名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

西
田
氏
は
最
初
に
仕
事
柄
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
の
決
勝

戦
に
つ
い
て
百
五
十
か
国
が
放
送
し
、
二
十
億
人
が
観

る
の
で
、
横
浜
市
に
と
っ
て
価
値
あ
る
シ
テ
ィ
ー
セ
ー

ル
ス
と
な
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
の
出
来
事
や

小
出
義
夫
監
督
が
高
橋
尚
子

。
有
森
選
手
を
育
て
た
な

か
で
、
コ
一十

一
世
紀
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
て
る
た

め
に
は
、
技
を
見
て
覚
え
さ
せ
る
よ
り
も
、
言
葉
で
教

え
る
こ
と
が
技
術
の
伝
承
に

一
番
大
切
で
あ
る
。
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
い
間
、
全
国
高
校
野
球
の
放
送
に
携
わ
っ

た
な
か
で
、　
一
番
印
象
に
残
っ
た
試
合
は
昭
和
五
十
九

年
夏
の
決
勝
戦
、
「取
手
三
高
　
対
　
Ｐ
Ｌ
学
園
」
戦

で
、
取
手
三
高
の
木
内
幸
夫
監
督

（現
在
、
六
十
八
歳

で
常
総
学
園
監
督
）
が
優
勝
す
る
ま
で
の
手
腕
や
選
手

指
導
を
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
話
さ
れ
、
こ
れ
ら
を

通
し
て
指
導
者
の
あ
り
方
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
参
加
者
に
感
想

を
聞
い
た
と
こ
ろ
大
変
有
意
義
で

あ
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
企
画

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

⌒

第 21回 技 連 協 ボ ウ リ ン グ 大 会 結 果 報 告

2月 27日 (火)大 ロボウルで、19団体、26チームlo4名が参加 し、

熱戦が展開されました。結果は次のとおりです。

団体優勝の神奈川宝飾工芸組合Aチ ーム 熱戦の会場風景

0

0

0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

⌒ 0
0
0

0
0
0

0

|
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0

0

0
0
0

団体の部 (1チ ーム4名 の 2ゲ ーム)
優勝 神 奈川宝飾工芸組合 A       l,608ビ ン

2位  神 奈川県洋服商工業協同組合 A   l,389ビ ン

3位  神 奈川県建設労働組合連合会横浜地区協議会 1,380ピン

4位  横 浜繊維加工協同組合        11379ビ ン

5位  横 浜建具組合連合会 A       l,245ビ ン

6位  横 浜市美容師会連合会        1,235ビ ン

7位  横 浜畳組合連合会          1,205ビ ン

8位  横 浜市屋外広告美術協同組合 A   l,191ビ ン

9位  神 奈川宝飾工芸組合 B       l,183ビ ン

10位 横 浜市板金組合連合会        1,160ピ ン

11位 横 浜シャツ商工組合         1,155ピ ン

12位 横 浜市屋外広告美術協同組合 B   l,154ビ ン

13位 神 奈川県洋服商工業協同組合 B   l,142ビ ン

14位 横 浜市理容連合会          1,104ビ ン

15位 横 浜建具組合連合会 B       l,063ビ ン

16位 横 浜寝具商工会           1,054ビ ン

17位 綱 全 日本司厨士協会神奈川県本部   1,043ビ ン

18位 横 浜市市民局            1,039ピ ン

19位 技 連協 青 年部           1,037ビ ン

20位 神 奈川県印章業組合連合会青年部 B l,022ビ ン

21位 他 神奈川県造園業協会 A       927ビ ン

22位 細 全 日本建築士会神奈川県本部 B   923ピ ン

23位 神 奈川県表具経師内装協同組合横浜支部 923ビン

24位 ω 全 日本建築士会神奈川県本部 A  877ピ ン

25位 神 奈川県印章業組合連合会青年部 A 826ピ ン

26位 m神 奈川県造園業協会 B       793ピ ン

横浜市長賞 神 奈川宝飾工芸組合 A

理念

の

1:甚

2「

品

ム)川 上会長から賞を受ける伊藤伸明さん

神奈川宝飾工芸組合 A 458ビ ン

雅樹 神 奈川宝飾工芸組合 A 430ピ ン

誠 横 浜建具組合連合会 A 400ピ ン

ハイゲーム賞
伊藤 伸 明 神 奈川宝飾工芸組合 A 255ビ ン

ブービー賞
大畑 善 穂 全 日本建築士会神奈lll県支部 A170ピ ン

特別賞
橋本 昌 治 神 奈川宝飾工芸組合 B 278ビ ン

ラッキー賞
7位  小 泉 幸 男 横 浜建具組合連合会 A 379ビ ン

17位 長 谷川 昇  横 浜畳組合連合会     337ビ ン

27位 松 谷 幸 夫 横 浜寝具商工会     322ビ ン

37位 小 石川範好 横 浜市美容師会連合会   303ビ ン

47位 赤 尾 昭 二 横 浜繊維加工協同組合   290ピ ン

57位 福 田 寅 幸 横 浜建具組合連合会 B 268ビ ン

67位  生 田 友 則 神 奈川県印章業組合連合会青年部B 253ピ ン

77位 山 川 辰 美 横 浜市屋外広告美術協同組合A237ピ ン

87位 中 村 安 平 横 浜寝具商工会     219ビ ン

97位 中 オ寸 昭 吾 神 奈川県洋服商工業協同組合 196ピ ン

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐0



職
人
技
を
披
露

第

二
回
　
職
人
か
ら
学
ぶ
講
座

「
和
菓
子
作
り
を
学
ぶ
」
開
催
さ
れ
る
！

職
人
の
す
ば
ら
し
い
技
能
の
存
在
を
市
民
の
方
々
に

伝
え
、
技
能
文
化
会
館
が
、
横
浜
の
技
能
文
化
の
発
信

の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
２
月
１４
日
技
能
文
化
会

館
で
、
第
二
回
職
人
か
ら
学
ぶ
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。二

回
目
と
な
る
今
回
は

「和
菓
子
作
り
を
学
ぶ
」
と

題
し
、
横
浜
市
菓
子
協
議
会
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、

家
庭
で
も
手
軽
に
作
れ
る
本
格
的
な
、
伝
統
和
菓
子
三

点
を
菓
子
協
議

会
の
会
員
十
人

が
講
師
と
な
り
、

三
十
人
の
参
加

者
に
職
人
技
を

伝
授
し
ま
し
た
。

り

　

当
初
、
二
十

諄
脚は「識藤獄

脚
趾蜘』哺効耐

鵬
導けれ詢ど瑞

И
針は獄賊腋耐

いれ腕］量い

た紹座では、

真剣に取り組む受講者  ⌒

菓
子
協
議
会
の
会
員
が
、

組
合
作
成

の
レ
シ
ピ
に

従

い
、
粉

の
練
り
方
や

あ
ん
の
包
み
方
等
、
行

程
を

一
通
り
説
明
し
た

後
、
六
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
た
参
加
者

の
作
業

台
に
そ
れ
ぞ
れ
付
き
添
い
、
参
加
者
に
丁
寧
に
指
導
し

予
定
し
た
菓
子
三
点
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
、
和
菓
子
作
り
は
初
め
て
で

し
た
が
、
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
初
め
て
に
し
て
は
、

そ
れ
な
り
の
物
が
出
来
上
が
り
満
足
げ
な
表
情
が
印
象

的
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
り
に
は
菓
子
協
議
会
か
ら
職
人
が
作

っ
た

菓
子
を
お
土
産
と
し
て
渡
さ
れ
、
い
た
れ
り
つ
く
せ
り

の
講
座
で
、
喜
ん
で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
講
座
終
了
後
に
参
加
者
の
方
か
ら
、

お
礼
状
が
事
務
局
に
届
き
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
、

「講
座
を
受
け
て
楽
し
か

っ
た
」
「本
物
の
味
を
再
確
認

し
た
」
「指
導
が
親
切
で
あ

っ
た
」
「職
人
の
伝
統
的
な

技
法
を
間
近
に
見
ら
れ
て
よ
か

つ
た
」
等
の
お
褒
め
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
事
務
局
に
指
導

し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
の
お
店
を
教
え
て
欲
し
い
等
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
講
座
そ
の
も
の
の
成
果
だ
け
で

な
く
、
組
合
の
ビ
ー
ア
ー
ル
面
で
も
成
果
の
あ

っ
た
講

座
で
し
た
。

今
後
も
技
能
文
化
会
館
で
は
、
職
人
か
ら
学
ぶ
講
座

を
会
館
の
メ
イ
ン
講
座
と
し
て
、
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
技
連
協
各
組
合
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
企
画
等
提
案
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
第
２‐
回

「
青
年
技
能
者
の
タ
ベ
」

日
　
時
　
３
月
２５
日

（日
）
午
後
５
時
～

場
　
所
　
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

・
参
加
方
法
に
つ
い
て
は
各
団
体
に
連
絡
済
み
。

●
団
体
の
名
称
変
更

①
横
浜
市
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

（旧
　
横
浜
市
屋
外
広
告
美
術
協
会
）

理
事
長
　
中
澤
　
俊
男

２
月
２２
日

（木
）
ホ
テ
ル
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
横
浜

「総
会
」
開
催

②
全
日
本
み
や
う
ち
着
付
士
協
会
横
浜
支
部

（旧
　
全
日
本
着
付
士
協
会
横
浜
支
部
）

支
部
長
　
一局
橋
　
清
子

③
神
奈
川
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合

（旧
　
神
奈
川
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

環
境
衛
生
同
業
組
合
）

理
事
長
　
小
岩
　
政
次

●
理
事
の
変
更

・
神
奈
川
県
型
枠
工
事
業
協
同
組
合

組
合
長
　
北
原
　
哲
治

（前
　
飯
　
正
志
郎
）

●
技
連
協
の
主
な
日
程

６
月
２５
日

（月
）
　

常
任
理
事
会

。
理
事
会
等

７
月
２３
日

（月
）
　

総
会

。
交
流
会
等

中
区
職
人
に
よ
る
和
菓
子
教
室

本
●
の
味
、
●
人
の
菫
を
手
ん
で
―
．
ぼ
口
で
も
作
れ
る
丞
“
●
■
６
Ｉ
宰
ル
出
Ｔ
傘
″ら
●
　
　
●
人
の
■
を
広
く
市
民
に
伝

饉
学
ん
で
も
ら
わ
ら
と
い
う
●
壼

『和
栞
子
づ
く
り
を
学
ぶ
」
が
十
四
日
、
ａ
浜
市
中
区
万
代

　

ぇ
る
こ
と
で
、
伝
綺
文
化
を
見

峯

重

譜

豪

１

曇

醤

口
の
電

　

三^

彗

露

蔓

蝿

蒙

章

‥

旨

革

療

皇

…

ヽ

主
■
りＤ
二
人
に
，
企
り

一
ら
■
・
し
た
．

”
座
で
は
、
０
●
，
Ｔ
一月
●

な
ど
を
こ
ね
た
皮
で
あ
ん
を
包

み
、
薇
し
て
仕
上
げ
る

「■
■

し^
よ
う
よ
う
）
ま
ん
じ
ゅ
う
」

と
、
自
〓
口
●
Ｃ
■
，
っ
た
笙

鮨
ｆ
小
『
″
に
嬌
き
、
あ
ん
を

●
０

「さ
く
ら
も
ち
」
の
ニ
ヨ

疇
が
作
ら
れ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
０
コ
書
は
和
菫

一１

３

曇

で
、
実

な

『籠

″^
あ
´
」
と
）
崚
薔
ヨ
）に

包
ん
一ざ
〓
ａ
ｔ
ｒ
く
す
る
と
、

じ

た
と
き
‘
ヨ

じ

り
諄
ｃ

菫
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
ヽ

一
つ

一
っ
″
り

上
げ
て
い
っ
た
．

●
コ
■
，
■
看
■
口
壺
●
弔
さ

ん
０
し
１
曇
土
ケ
否
区
――
は

「す
べ
‘
壼
露
Ｘ
の

で
、
●

加
力
を
気
に
し
な
く
て
よ
く
安

心
。
と
て
も
楽
し
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